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１．メンター自己紹介

官民協働で「オープンデータ・ビッグデータ」の活用推進により地域活性化を図るため、

オープンデータの推進とその活用技術の向上と普及、地域データサイエンティストの育成、

地域社会におけるデータ活用の調査研究、普及啓発活動を行っています。

・地域データサイエンティストの育成
・オープンデータの推進
・データ分析・ビジュアライゼーションの推進
・データ分析セミナーの実施
・データ分析サロンの設置運営
・IoT/ビッグデータの活用推進
・ロボットおよび人工知能の地域実装

データとデータを活用する人を育てています。

データではぐくむ、未来
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データの視点を持つ地域人材

地域データの収集・蓄積・流通促進

高度データ利活用技
術の蓄積

データ利活用支援

ビジネス創出

地域課題の解決

まちづくり
経済活動の効率化
生産性の向上 安心な暮らし

ひとづくり
しごとづくり

施策

テレワーク推進

活動紹介：データを活用するひとづくり・まちづくり・しごとづくり

自営型テレワーカー

テレワーカー育成・ITベンチャー支援

まちづくりをデータで支える
地域経営支援サービス提供 IT起業支援

新しい働き方

官民データ活用推進

AIエージェント

オープンデータ

公益民間団体

（一社）データクレイドル

倉敷市・地方公共団体等

民間企業・団体・個人

官 民官民のハブ
民間・経済団体連携

ビッグデータ

イベント・セミナー
統計検定

公共データサイエンティスト

地域経営支援サービス
市民データサイエンティスト

Eラーニング

IoTプラットフォーム
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オープンデータ推進支援の考え方

地域でデータを活用する人が育つと、地域のデータが育つ

地域におけるオープンデータ推進は
データに興味を持ち、活用しようとする人達を増やすことからはじめよう！
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データの種類

公開情報
内部情報
個人情報
統計情報
原始（生）情報
複合情報
匿名化情報 等

（参考）オープンデータを活用する場面・方法

➢ 組織内活用

✓ 組織外にはオープンにできないデータ・情報の組織内で活用

✓ 他課のデータ・情報の活用

計画の策定、説明資料等に取り込むなど

➢ 組織外への提供

✓ 他地方公共団体やNPO（非営利団体）、地域団体、民間企
業、個人等による活用

✓ オープンにされたデータを使用

➢ データを活用するために必要な知識
✓ 収集⇒集計・分析⇒ビジュアル化⇒課題解決案・⇒活用

➢ 組織内では、職員が持つ技術・知識でデータを活用する
➢ 結果として、データの所在が明確になり、データの活用が進む

➢ 本格的データ分析を行うにはデータサイエンティストがいる
➢ 匿名化等の処理が必要な場合もある

データを活用するには

データ活用場面

クローズドデータ

組織内公開データ

オープンデータ

ホームページ等での情報公開

情報公開請求
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２．活動紹介

（１）オープンデータ推進

オープンデータポータル
「dataeye」

（２）データ利活用推進

データ分析・可視化
ワークショップ
コミュニティ

（４）データ利活用人材育成

データ分析サロン
オンライン教材提供
テレワーカ育成

（３）AI/IoTの地域実装

知識ベース整備
AIエージェント開発

人流解析サービス
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（１）オープンデータ推進

H29年度～ 国の推奨データセットにも順次対応

中国経済連合会と連携し官民データ活用推進

倉敷市による高梁川流域圏データ活用推進事業
オープンデータポータル「dataeye」

https://dataeye.jp

H30年度～ オープンデータプラットフォーム
「dataeye」サービス提供

サービス提供・その他の活動

H27年度～ 高梁川流域７市３町のオープンデータカタログ開設
データ標準様式を設計し、地域オープンデータの統一化を推進

中国地域オープンデータ推進

H30年度～ 総務省自治体オープンデータ研修メンター

H31年度～ 内閣官房オープンデータ伝道師

中国地域オープンデータ推進支援
中国地域オープンデータ利活用ラウンドテーブル
中国地域防災オープンデータMAP公開

岡山県津山圏域定住自立圏に提供

H31/R01年度～ 岡山県外に提供
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（２）データ利活用推進

高梁川流域圏データポータル「dataeye」
データから見えるもの

倉敷市による高梁川流域圏データ活用推進事業

H27年度～ 高梁川流域圏データポータル「dataeye」
データ分析・可視化コンテンツを紹介

サービス提供・その他の活動

H28年度～

H29年度～ ウィキペディアタウン企画・開催（岡山県協働事業）

アーバンデータチャレンジ岡山ブロック活動

マイクロジオデータ研究会活動

公共交通オープンデータフォーラムH30年度～

被災者生活支援ポータルサイト「まびケア」運用H30年度～

H31/R01年度～

被災者生活支援ポータルサイト「まちケア」提供
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「データから見えるもの」コンテンツ例

WiFi アクセスポイント接続ログを用いたビジュアライズH27年度 高梁川未来マップ制作

H28年度 高梁川未来マップ拡充
・公共施設データ追加

・ユーザーデータとのマッシュアップ機能追加

ユーザが手持ちデータを
アップして重ね合わせて

表示

スポットを選択して分布
などの詳細を表示

年代バーをスライドして
時系列変化を確認
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（３）AI/IoTの地域実装

高梁川流域圏データポータル「AIサービス」
倉敷市による高梁川流域圏データ活用推進事業

サービス提供・その他の活動

H29年度～ 人流解析サービス提供

H28年度～ IoTデータ収集～活用
「倉敷美観地区人流NOW」

知識ベース構築～AIアプリケーション開発
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（４）データ利活用人材育成

倉敷市による高梁川流域圏データ活用推進事業

H27年度～ データ分析サロン

オンライン教材提供
テレワーカ育成

H28年度～

その他の活動

H30年度

公共交通オープンデータ活用技術実習
高梁川流域４信金データ利活用ワークショップ

山口県社内データサイエンティスト育成研修企画実施

H31/R01年度 「データ×マーケティング」研修
アイデア・プランを活かすためのデータ利活用

https://takahashi-riv.dataeye.jp/pages/learn/index.html
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データ活用を支える「場」データ分析サロン

実際にデータに触れて分析体験ができる場として、分析ツールや教材等をそろえた「データ分析サロン」をJR倉敷駅前に常設し、
自治体や地域企業等からの具体的なデータ活用相談への対応や技術支援を行っています。
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倉敷商業高等学校でデータ活用の授業

RESAS地方創生★政策アイデアコンテスト2019
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データづくり人材の育成（テレワーカー）

取組の概要
Ｅラーニング「テレワーカーのためのデータ活用・分析講座」を開講してデータ活

用の専門知識を習得いただき、子育て・介護中の女性等44名が、データ・クレンジン
グ業務を担う自営型テレワーカーとして活動中。
テレワーカー、弊社及びデータ保有者（自治体等）を繋ぐ「オープン・データ業務

管理システム」を整備し市民参画型で官民データ活用を推進する業務フローを確立。

取組の成果

⚫ テレワークを活用し市民参画型の官民データ活用を推進。
⚫ 地名が読め、土地勘・生活実感がある地域人材が、生活の隙間時間を活用して

作業する体制を整備。
⚫ 本人や家族のコンディションにあわせて助けあい、分担する業務モデルを創出。
⚫ データ活用におけるデータ前処理コストを削減。
⚫ 高単価のデータサイエンティストは、データ分析の設計やモデル構築に専念でき、全

体としての付加価値生産性が向上。

実績 ⚫ 登録テレワーカー数（データ業務分野） 47人（R01.12現在）

⚫ テレワーカーがクレンジングしたデータ数 810件（H29.4~R01.12）

⚫ テレワーカー時給（標準作業時間換算） 800～1,000円

⚫ 就労継続支援A型事業所参画数 2社取組の展開

⚫ Eラーニング教材を拡充し、テレワーカーの更なるスキルアップを支援。
⚫ AIサービス用データ整備など、高単価な業務に発注分野を拡充。
⚫ テレワークを活用したオープンデータ推進・活用モデルを他地域に展開。
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平成30年7月豪雨で被害を受けた岡山県倉敷市真備地区において、ボランティアチームが現地で収集した保健医療（病院、薬局な
ど）施設や飲食店、コンビニエンスストアの開店・開業状況、 トイレ、お風呂などの緊急支援サービスなど、「くらしと健康」に必要な情報を
収集し、減災のための情報ポータル「まびケア」を立ち上げて、タイムリーに提供した。

避難所の掲示板

https://mabi-care.com/

ボランティアが現場で
情報収集～投稿

15

被災後、日を追うごとに被災者が必要なデータは異なるため、減災のために必要な情報カテゴリやデータ項目について時系列で
整理し定義した。監修：災害情報学会、災害看護学会、一般社団法人EpiNurse代表・神原高知県立大学教授

EpiNurse https://www.epinurse.org/

３．防災分野のオープンデータ活用
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（参考）指定避難所から見える情報

出典：アーバンデータチャレンジ2018データ部門提案資料（高知県立大学 神原教授提供）

（参考）支援者が把握した情報

16
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【検証】必要な情報は届いたか

2018/8/7時点

真備地区

倉敷市の避難場所周辺で、ボランティアによる現地調査で収集した「まびケア」掲載スポット情報を整理して、
避難状況と重ね合わせて分析した。

【使用したデータ】
高梁川流域データポータル「dataeye」オープンデータカタログ
◆倉敷市_平成30年7月豪雨_避難状況

◆「まびケア」掲載情報（平成30年8月）

想定より広域に移動

避難所は生活の場

被災者生活支援情報は、広域で整備しよう！
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被災後1週間に真備町地区内にある指定避難所に避難した方は、最も多い日（7/8）が3,400人であった。

調査年月日 20180706 20180707 20180708 20180709 20180710 20180711 20180712

調査時間 21:00 21:00 10:00 8:00 7:00 6:00 6:00

真備総合公園体育館 0 0 0 0 0 0 0

岡田小学校 14 2,000 1,500 780 780 300 300

薗小学校 3 800 900 300 300 300 300

二万小学校 22 500 1,000 600 600 250 250

まきび荘 0 0 0 0 0 0 0

計 39 3,300 3,400 1,680 1,680 850 850

年月日
集計単位
（支所）

人口（人）

20180430 真備支所 22,784

20180531 真備支所 22,788

20180630 真備支所 22,797

20180731 真備支所 22,254

20180831 真備支所 21,483

20180930 真備支所 21,206

20181031 真備支所 20,985

20181130 真備支所 20,874

20181231 真備支所 20,818

20190131 真備支所 20,753

20190228 真備支所 20,717

出典：倉敷市オープンデータ
「倉敷市支所別人口_真備_平成30年度」

出典:倉敷市オープンデータ「倉敷市_平成30年7月豪雨_避難状況_真備」
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倉敷市_平成30年7月豪雨_避難状況オープンデータを時系列に整理し、地図上に可視化し、
真備町地区外への避難状況（避難者数は変動）を確認した。
水島コンビナートに近い避難所や隣接する市町の避難所に避難した例も多くみられた。
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【検証】被災者に必要な情報は何か

災害情報学会、災害看護学会の協力を得て、災害ボランティアセンター（運営：特定非営利活動
法人岡山NPOセンター、岡山県社会福祉協議会）に被災者から寄せられた電話相談・問い合わせ
内容から被災者の情報ニーズを分析する作業を行った。

※印象に残った避難者の意見
土地勘のない避難所に避難した方から、歩いて行ける範囲の商店や病院などの情報が知りたかったという声があった。

被災後の混乱した状況の中、必要な情報を収集・公開するのは大変

被災者向けの生活支援情報は、緊急支援情報だけではなく、避難所周辺の店舗
情報や病院などの施設情報、公共交通情報も必要

BUT
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【提案】避難場所周辺情報の充実（＋標準化）

被災者向けの生活支援情報として、緊急支援情報だけではなく、避難所周辺の店舗情報や病院などの
施設情報、公共交通情報を整備しよう！

避難所情報
避難所周辺生活情報

交通情報
駐車場スペース

コンビニ、スーパー、ドラッグストア、飲食店、

ガソリンスタンド、病院、銀行、公園、入浴施設等

交通情報（最寄り駅徒歩**分）
駐車スペース（有無、台数）

＋
平常時からオープンデータとして準備

＋データの標準化
分類：水・食糧・生活環境・健康等

形式：二次利用のしやすさ（イベント情報のical形式等）

表記：避難場所名称（施設の表札・案内板との一致）
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【活用】全国で利用できる「まちケア」

まちケア（https://machicare.jp/）

被災地において、刻々と変わる以下の情報を現地で収集し、
地図コンテンツとして提供できるクラウド型WEBサービス。

・保健医療（病院、薬局等）施設

・飲食店、コンビニエンスストアの開店・開業状況

・トイレ、お風呂などの緊急支援サービス

・被災者の疾病予防のために必要な水、食糧、環境、健康関連情報

・災害ごみ置き場情報、通行止め・解除情報等

■開設方法
被災地域からの開設依頼を受け、弊社にて「まちケア〇〇（地域名）」を準備します。
※依頼から開設までの所要期間１～２日

https://machicare.jp/
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被災地での「まちケア」データ登録～公開の流れ

利用者からも情報提供

利用者
・住民
・支援者（ケアギバー）
・ボランティア 等

支援者・ボランティアが
現場で

情報収集～データ作成

管理者が確認・
情報加工して登録～公開

避難所の
掲示物

口コミ
情報

現地での
確認情報

利用者が現場で情報投稿

投稿画面では
位置情報（緯度経度）
を自動取得

被災者を支援するスタッフ等（ケアギバー）に土地勘がない場合でも、
地図上で情報を参照できるため現地で活動しやすい。
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①長野県医療機関一覧から長野市の医療機関を検索しダウンロード

■ケース①医療機関一覧データ

②必要なデータ項目を選択し
緯度経度を付与して整形

③現地ボランティアが状況を
確認して公開

※厚生労働省医療機能情報提供制度（医療情報ネット）
による情報提供

オープンデータを活用して
半日で情報提供
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①長野県大規模小売店舗一覧データをダウンロード

■ケース②ホームセンター情報

②長野市の業態：専(ﾎｰﾑｾﾝﾀｰ)を抽出

③Google MAPで確認

④長野市のホームセンター名を確認し、企業WEBサイトから
店舗情報を収集
緯度経度を付与して作成

⑤現地ボランティアが状況を
確認して公開

真備の経験から
復旧に必要なホームセンター
とドラッグストア情報をWEB
から収集～整形~公開

オープンデータが
なかったため
数日かかった。
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まちケア高知を教育用ツールとして提供
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７．広域のオープンデータ推進活動

全国の取り組み

・コンテンツ
・技術
・制度

中国地域オープンデータ
利活用ラウンドテーブル

浸透
事務局：中国情報通信懇談会
(中国総合通信局、中国経済連合会)

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ

①実現したいこと

③必要なデータ

推奨テンプレート

データセット

＜地域で共有＞
・セミナーでの成果報告
・懇談会ＨＰへの掲載等

２０１９年度テーマ
防災（公共交通、水害）

②伝達すべき情報

実現したいこと

中国地域のオープンデータの利活用推進を図るため、「中国地域オープンデータ利活用ラウンドテーブル」を設置、
2019年度は防災をテーマに検討を行っています。

中国総合通信局、（一社）中国経済連合会、中国情報通信懇談会、中国地方整備局、国土地理院中国地方測量部、
鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、広島市、岡山市、倉敷市、（一社）データクレイドル、NTT西日本中国事業本部

テーブルメンバー：

テーブルリーダー： （公共交通）広島大学 力石准教授、（水害）岡山県立大学 菊井教授

レビューボードメンバー： 中国総合通信局 本間局長、（一社）中国経済連合会情報通信委員会 永野委員長、中国情報通信懇談会 相原運営委員長、
広島大学 防災・減災研究センター 藤原調査研究部門長
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NO データ名称 対象
地理空間 データ

形式
定義書名称 サンプル名称 作成にあたり準拠・参考にした情報やフォーマット等

情報

1☆ 自然災害伝承碑情報 地方公共団体 〇 csv 自然災害伝承碑情報_定義書.xlsx 自然災害伝承碑情報_sample.csv （新規）国土地理院自然災害伝承碑情報をもとに定義書を作成

2★ 洪水浸水想定区域図 国・地方公共団体 〇 Shape
国土交通省_洪水浸水想定区域図作成マニュアル
（第4 版）.pdf

浸水想定区域_sample.shp
（流用）国交省国土数値情報浸水想定区域データを流用

（定義参考）国土交通省洪水浸水想定区域図作成マニュアル第4版

3★ 土砂災害警戒区域 地方公共団体 〇 Shape 土砂災害警戒区域_定義書.xlsx 土砂災害警戒区域_面_sample.shp （新規）国土数値情報土砂災害警戒区域をもとに定義書を作成

4★ 土砂災害危険箇所 地方公共団体 〇 Shape 土砂災害危険箇所_定義書.xlsx
土砂災害危険箇所_sample.shp(面・線・
点の3種）

（新規）国土数値情報土砂災害危険箇所をもとに定義書を作成

5☆ ため池ハザードマップ 地方公共団体 〇 Shape 農林水産省_ため池ハザードマップ作成の手引き.pdfため池ハザードマップ_sample.pdf ※１ （定義参考）農林水産省ため池ハザードマップ作成の手引き平成25年5月

6☆ 地域・年齢別人口 地方公共団体 〇 csv 地域・年齢別人口_定義書.xlsx 地域・年齢別人口_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「地域・年齢別人口」に準拠

・小地域コードの項目が必須

7☆ 地域別昼夜間人口 地方公共団体 〇 csv 地域別昼夜間人口_定義書.xlsx 地域別昼夜間人口_sample.csv ・小地域コードの項目が必須

8☆ 建物情報 地方公共団体 〇 csv 都市計画基礎調査_建物_定義書.xlsx 建物情報_sample.csv(7種) （新規）都市計画基礎調査情報建物情報をもとに定義書を作成

9★ 避難場所情報 地方公共団体 〇 csv 避難場所情報_定義書.xlsx 避難場所情報_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「指定緊急避難場所一覧」に準拠

・指定(緊急)避難場所の他に広域避難場所・福祉避難所等も含む

10☆ 避難可能な場所情報 地方公共団体 〇 csv 避難可能な場所情報_定義書.xlsx 避難可能な場所情報_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「指定緊急避難場所一覧」に準拠

・倉敷市と民間事業者の協定による避難場所・届出避難所等を想定

11☆ 徒歩帰宅者支援ステーション 地方公共団体 〇 csv 徒歩帰宅者支援ステーション_定義書.xlsx 徒歩帰宅者支援ステーション_sample.csv （新規）岡山県と民間事業者の協定をもとに定義書を作成

12☆ 災害時要援護者情報 地方公共団体 〇 csv 災害時要援護者情報_定義書.xlsx 災害時要援護者情報_sample.csv （新規）災害時要援護者の避難支援ガイドラインを参考に定義書を作成

13☆ 避難所周辺施設情報
民間事業者・
地方公共団体

〇 csv 避難場所周辺施設情報_定義書.xlsx 避難場所周辺施設情報_sample.csv
（推奨）政府推奨データセット「公共施設一覧」に準拠

（新規）民間事業者施設は「まびケア 避難所周辺施設情報」に準拠

14★ 避難勧告等の発令状況 地方公共団体 〇 csv 避難勧告等の発令状況_定義書.xlsx 避難勧告等の発令状況_sample.csv

（新規）倉敷市公式サイト災害関連情報をもとに定義書を作成
15☆ 避難状況 地方公共団体 〇 csv 避難状況_定義書.xlsx 避難状況_sample.csv

16☆ 被害・復興状況 地方公共団体 〇 Shape 被害状況_定義書.xlsx 被害状況_sample.jpg ※２

17★ 被災者支援情報 地方公共団体 〇 csv 被災者支援情報_定義書.xlsx 被災者支援情報_sample.csv

※１ データ形式はShapeが好ましいが、現時点でサンプル作成に利用できるデータが存在しないためPDFとする。
令和元年7月1日施行「農業用ため池の管理及び保全に関する法律」において、都道府県によるため池のデータベースの整備、公表が規定されたがデータ形式の指定（推奨）はない。

※２ データ形式はShapeが好ましいが、現時点でサンプル作成に利用できるデータが存在しないためJPG形式とする。

中国地域オープンデータ利活用ラウンドテーブル 推奨データセット（水害）

推奨データセット - - - - → 倉敷市真備の事例
★ ：核となるデータ（重要度の高いデータ）

☆ ：あると望ましいデータ
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https://bousai-map.datacradle.jp/

https://bousai-map.datacradle.jp/

